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中
大
紛
争

　

学
生
会
館
問
題
が
一
応
の
解
決
を
み
た
一
九
六
七
（
昭
和

四
十
二
）
年
、
理
事
会
は
学
費
改
訂
を
計
画
し
、
学
生
へ
の
説
明

会
を
十
二
月
四
日
に
設
定
し
た
。
こ
れ
に
反
発
し
た
学
生
は
、

学
費
改
訂
を
審
議
す
る
教
学
審
議
会
に
乱
入
し
て
流
会
に
追
い
込

み
、
さ
ら
に
は
大
衆
団
交
を
要
求
す
る
座
り
込
み
を
行
っ
て
、
説

明
会
の
開
催
を
妨
害
し
た
。
翌
五
日
、
升
本
喜
兵
衛
総
長
兼
理
事

長
は
昼
夜
二
度
に
わ
た
る
全
学
放
送
で
学
費
改
訂
を
説
明
し
、
あ

わ
せ
て
概
要
説
明
書
を
配
布
し
て
学
生
の
理
解
を
求
め
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
六
七
年
度
経
常
的
収
支
は
二
億
八
千
万
円
の

赤
字
で
、
学
費
を
こ
の
ま
ま
据
え
置
い
た
場
合
、
五
年
後
に
は

二
二
億
五
千
万
円
の
赤
字
が
生
じ
る
と
し
て
い
る
。
教
員
組
織
・

学
生
定
員
・
校
地
校
舎
の
施
設
等
に
つ
い
て
は
大
学
設
置
基
準
の

規
制
を
受
け
て
お
り
、
国
庫
助
成
が
不
十
分
な
現
況
下
で
教
育
・

研
究
条
件
の
改
善
に
は
学
費
改
訂
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
提
示
さ
れ
た
改
訂
案
は
、
次
年
度
新
入
生
よ
り
平
均
約

四
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
幅
な
学
費
値
上
げ
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
説
明
書
に
は
、
学
費
改
訂
を
前
提
に
し
た
学
生
数
の
漸

減
・
教
職
員
の
増
員
・
校
地
校
舎
の
整
備
等
の
改
善
七
項
目
が
示

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
学
生
側
は
、
六
三
年
と
六
五
年
の
学
費
値

上
げ
の
際
に
も
同
様
な
理
由
が
掲
げ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

定
員
一
万
八
、五
〇
〇
人
に
対
し
四
万
人
近
く
が
詰
め
込
ま
れ
る

マ
ス
プ
ロ
教
育
が
一
向
に
解
消
さ
れ
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
、
今

回
の
値
上
げ
が
単
な
る
赤
字
解
消
策
に
と
ど
ま
り
、
大
学
の
将
来

構
想
を
明
示
し
て
い
な
い
以
上
、
学
費
増
額
は
学
生
の
生
活
を
圧

迫
す
る
だ
け
で
あ
る
と
し
て
値
上
げ
に
反
対
し
た
。

　

同
六
日
、
夜
間
部
自
治
会
は
連
合
自
治
委
員
総
会
を
開
い
て
ス

ト
権
を
確
立
し
、
十
八
日
に
は
昼
間
部
自
治
会
が
拡
大
連
合
自
治

委
員
総
会
を
開
催
し
ス
ト
権
を
確
立
し
た
。
二
十
三
日
に
は
、
丸

ノ
内
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
教
学
審
議
会
に
一
二
〇
人
ほ
ど
の
学
生

が
押
し
か
け
る
騒
ぎ
と
な
り
、
安
川
定
男
学
生
部
長
が
冬
休
み
中

に
学
費
値
上
げ
を
し
な
い
、
一
月
八
日
か
ら
十
五
日
の
間
に
学
生

と
対
話
を
行
う
と
の
二
点
を
約
束
し
て
事
態
が
収
拾
さ
れ
た
。
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学
費
値
上
げ
の
白
紙
撤
回

　

翌
年
一
月
八
日
、
理
事
会
は
学
費
改
訂
を
決
定
し
、
九
日
に
大

講
堂
で
説
明
会
を
開
催
し
た
が
、
集
ま
っ
た
約
二
千
五
百
人
の
学

生
た
ち
は
学
費
値
上
げ
の
白
紙
撤
回
を
強
く
主
張
し
、
大
混
乱
に

陥
っ
た
。
翌
十
日
、
五
大
新
聞
へ
学
費
改
訂
広
告
が
掲
載
さ
れ
る

と
、
学
生
側
は
駿
河
台
校
舎
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
き
十
三
日
か
ら

無
期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。
理
工
学
部
で
も
二
十
日
に
は

ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
り
、
卒
業
・
学
年
試
験
は
延
期
と
な
っ
た
。

　

事
態
を
憂
慮
し
た
各
学
部
教
授
会
は
、「
学
生
諸
君
へ
」
を
通

じ
て
学
費
改
訂
問
題
の
解
決
と
試
験
の
実
施
を
強
く
呼
び
か
け
、

二
月
六
日
に
は
井
上
達
雄
学
長
が
学
生
側
と
の
話
し
合
い
を
切
望

し
た
が
、
大
学

当
局
と
学
生
側

の
対
立
は
平
行

線
を
た
ど
り
、

附
属
高
校
生
の

進
学
試
験
中

止
、
卒
業
試
験

の
再
中
止
と
い

う
深
刻
な
事
態

に
陥
っ
た
。

　

同
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
る
六
八
年
度
入
学
試
験
を
目
前
に
し

て
解
決
の
糸
口
は
見
つ
か
ら
ず
、
升
本
総
長
兼
理
事
長
は
十
一
日

理
事
会
へ
辞
表
を
提
出
し
て
二
日
後
に
辞
任
し
た
。
同
十
四
日
、

飯
田
甲
子
郎
理
事
長
職
務
代
行
と
井
上
学
長
か
ら
六
八
年
度
の
学

費
改
訂
は
実
施
し
な
い
旨
が
表
明
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
不
満
と
す

る
学
生
側
は
あ
く
ま
で
も
値
上
げ
の
白
紙
撤
回
を
求
め
て
、
大
学

当
局
に
回
答
を
迫
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
十
六
日
に
は
飯
田
理
事
長
職
務
代
行
、
井
上
学

長
、
五
学
部
長
出
席
の
も
と
四
千
五
百
人
余
の
学
生
が
埋
め
尽
く

す
大
講
堂
で
大
衆
会
見
が
行
わ
れ
、
五
学
部
教
授
会
の
白
紙
撤
回

決
議
を
理
事
会
が
受
け
入
れ
る
か
た
ち
で
、
そ
の
日
の
午
後
十
時

過
ぎ
、
つ
い
に
井
上
学
長
が
学
費
改
訂
案
の
白
紙
撤
回
を
発
表
し

た
。『
中
央
大
学
新
聞
』
第
八
二
一
号
は
、
学
生
た
ち
の
歓
声
と

拍
手
に
包
ま
れ
た
こ
の
日
の
大
講
堂
の
様
子
を
一
面
に
掲
載
し
、

全
学
ス
ト
ラ
イ
キ
の
劇
的
な
幕
切
れ
を
伝
え
て
い
る
。

　

大
手
私
立
大
学
初
の
学
費
値
上
げ
白
紙
撤
回
は
、
学
生
運
動
の

一
つ
の
帰
結
で
あ
っ
た
が
、
反
面
で
法
人
・
教
学
を
問
わ
ず
大
学

首
脳
部
の
総
退
陣
と
い
う
大
学
運
営
上
の
異
常
状
態
を
生
み
出
す

こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
同
年
五
月
に
設
置
さ
れ
る「
常
置
委
員
会
」

を
め
ぐ
る
学
内
混
乱
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。
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